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　Lasègue Testは Ernest Charles Lasègue（1816～
1883）が 1864年に自身の論文に記載したが，その詳細
は弟子である Par J‒J Forstの学位論文「DE LA 
SCIATIQUE」（1881年）で提出させた．Lasègue Test
の原法は，まず SLRテストを行い，次いで膝関節を屈
曲（bent‒leg‒raising）させて疼痛のないことを確認す
る．この 2つの手技により，股関節や筋群の疾患では
なく，下肢伸展に伴う腰部神経根の伸展による症状で
あることが示される．しかし，現在行われている
Laségue Testは股関節 90° 屈曲位からの膝伸展によ
り，陽性か陰性かの signとして確認されている．SLR
テストにおいても，本来は下肢伸展位での挙上角度と
その症状の記載により表記されていたが，陽性・陰性
の表記が市民権を得ているようである．
　整形外科徒手検査の目的は疾患を把握するためのも
のとされている．しかし，先に述べたように，検査法
も時代に応じて変化している．編者の序文にもあるよ
うに，「その多くは，最初に発表した医師をはじめとし
た医療者の名前や運動の名称がテスト名となってお
り，同じテストでも別名が用いられることもありま
す」とある．一つひとつの検査法について吟味してい
ればこその発言と受ける．発案者の考えとは異なった
テスト法にその名称が使用されていることもしばしば
ある．しかし，そのような変化はその疾患をより精度
高く判断できるよう進化したものと考える．Door A 
Kempらが 1950年報告した Kemp Testは，外側椎間
板ヘルニアに用いるテスト法として考案された．現在

では外側陥凹部の脊柱管狭窄症の検査としての有用性
が高い．また，手根管症候群で用いられるPhalen Test
も Phalen自身は The Wrist Flection Testとして考案
したものであったが，Phalenの本来のテストでは誘発
が弱く，現在の肘を張って十分手関節を掌屈させたほ
うが誘発しやすく，名前だけが残ったテスト法である．
　このように整形外科的検査はその異常所見の意味，
疑うべき疾患とその関連性を理解していくうちに発
展・進化してきた．評者の学生のころは，検査法は頭
ではわかっていても，臨床実習では見よう見まねで苦
労したことを記憶している．本書は DVDシリーズの
6作目ということで，実際のやり方を知らない学生に
とっては具体的な手技，方法，何を目的としているの
か理解しやすいものとなっている．DVD画像につい
ては，対象が健常者のため出現すべき症状，現象の理
解は難しいかもしれないが，手技としての理解はでき
るはずである．臨床実習に出て実際に疾患に触れ，出
現する症状，現象が確認できたときの感慨はひとしお
であろう．本書は脊椎を専門とする先生方の豊富な臨
床経験をもとに構成されており，臨床実習前の学生は
もとより，疾患に対する検査法を現場で用いたことが
ない臨床家にとっては助かる一冊ではないだろうか．
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